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図２　実証設備フロー
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また、本実証技術は、汚泥やバイオマスを燃焼し、場内で

エネルギー利用を行うことから、有効利用先の確保の問題

を解決し、汚泥集約の拠点施設において化石燃料依存

からの脱却を図り、広域化の促進に資することができる

（図１　実証技術概要参照）。

本実証研究は、2020年度に下水道革新的技術実証

事業（B−DASHプロジェクト）として採択され、国土技術

政策総合研究所の委託研究により実施している。実規模

レベルの実証設備を設計・建設し、2021年９月から

設備の性能評価等を行っている。本稿は、本技術の処理

データや導入効果について紹介する。

２．実証研究方法

⑴　実証フィールド

実証設備が設置されている北海道室蘭市蘭東下水

処理場は、標準活性汚泥法の処理場であり、現有処理

能力は48,000m3/日（日最大）、汚泥処理は、「分離濃縮

→消化→遠心脱水→外部委託処分（主としてセメント

バイオマスボイラ

機内二液調質型
遠心脱水機

円環式気流
乾燥機

原料として有効利用）」となっている。今回の実証研究

では消化槽から引き抜いた消化汚泥を対象とした。

また、外部バイオマスの受入れ試験として、近隣の

北海道伊達市伊達終末処理場で採取した脱水汚泥と

伊達市で間伐材を原料に生産されている木質ペレットを

試験に用いた。

⑵　実証設備概要

図２に実証設備フローを示す。対象汚泥は、機内

二液調質型遠心脱水機にて含水率78～79％に脱水

された後、円環式気流乾燥機（以降，乾燥機）において

400℃程度の熱風にて含水率10～15％程度に乾燥され

サイクロンで固気分離される。乾燥汚泥は、バイオマス

ボイラで燃焼され、蒸気ボイラで、蒸気として熱回収

される。蒸気は、消化槽の加温や館内暖房として利用

される。実証設備では、消化槽加温ボイラで使用が減少

する消化ガスを燃料に熱風炉を使って乾燥に必要な

熱を供給するが、消化ガスを利用できない処理場では、

バイオマスボイラで発生する熱を乾燥に利用する。
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⑶　研究内容

①　運転の安定性の検証

バイオマスボイラの最適運転状態に関する調査と

して、空気比、給気バランス、滞留時間、排ガス

循環量の影響調査を行い、四季を通じた代表条件での

運転性能の把握を行うとともに、ボイラ内部状況の

確認を定期的に行い、処理の安定性を評価した。

②　広域化への適用性の検証

北海道伊達市で採取した脱水汚泥を、乾燥機に、

成型機を介して供給することで、他の下水処理場の

脱水汚泥も乾燥処理できることを確認した。また、

北海道伊達市で製造された木質ペレットを専焼にて試験

し、バイオマスボイラにおいてドライ系バイオマスの

エネルギー利用が技術的に可能なことを確認した。

③　ライフサイクルコスト（以降、LCC）の評価

本実証技術は中小規模下水処理場での汚泥の集約

処理への導入を目指しており、基幹処理場に本実証

技術を導入し、２箇所の被集約対象処理場から脱水

汚泥を集約処理した場合のLCCの評価を行った。

評価対象としては、それぞれの処理場で従来の脱水

汚泥を処理委託する場合（以降、従来脱水）及び基幹

処理場で従来の焼却設備により集約処理した場合

（以降、従来脱水＋焼却）とした。なお、従来技術の

建設費、維持管理費についてはバイオソリッド利活用

基本計画策定マニュアル２）から費用関数により算出

し、本実証技術については今回の実証で得られた

結果をもとに、建設費、維持管理費（修繕、燃料、電気、

凝集剤、人件費）を試算して評価した。

３．結果

⑴　運転の安定性の検証

表１に運転条件と結果を、図３に供給乾燥汚泥量と

ボイラ効率の関係を、図４に供給乾燥汚泥量と灰の

未燃分割合の関係を示す。定格95㎏/hrに対して

70～95㎏/hrの負荷調整が可能で、ボイラ効率としては

60～70％程度であり、これは脱水汚泥性状等の条件

にもよるが、バイオマスボイラで汚泥乾燥生産に必要

以上の熱を回収可能であることが明らかになった。

スクラバ出口でのばいじん濃度0.3g/Nm3未満であり、

大気汚染防止法のバイオマスボイラの規制基準を満足

している。
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図３　供給量とボイラ効率
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図４　供給量と灰未燃分

表１　運転条件および結果

項　目 単位 21/9秋季 21/11秋季 22/2冬季
汚泥処理量 m3/h 5.5 5.0 6.0
汚泥濃度 ％ 1.6 1.58 1.5
高分子凝集剤注入率 ％ 1.8 2.2 2.7
無機凝集剤注入率 ％ 12 20.3 20.5
消化ガス使用量（重油換算） L/t-ds 279 273 271

電力使用量
脱水乾燥 kw/t-ds 635 635 635
ボイラ kw/t-ds 126 126 126

ボイラ熱効率 ％ 77.3 73.3 77.2
ばいじん濃度 g/Nm3 0.26 0.24 0.27
灰未燃分率 ％ 1.7 1.9 1.2
脱水汚泥含水率 ％ 78 78.1 79.0
乾燥汚泥含水率 ％ 8 ～ 14 18.6 14.9
N2O 濃度 ppm — 27 30
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表２ N2O 排出量原単位の比較

機　種 原単位（㎏ -N2O/t-wet）
高分子・流動炉（通常） 1.51 ３）

高分子・流動炉（高温） 0.6453）

高分子・多段炉 0.8823）

多段吹込燃焼式流動炉（高温）
二段燃焼式循環流動炉（高温）
ストーカー式

0.2633）

過給式流動炉 0.2143）

バイオマスボイラ（今回） 0.228

表２に排ガス中のN2O測定値を投入脱水汚泥１t

あたりに換算したN2O排出量原単位を示す。バイオ

マスボイラは、低排出型の焼却炉と同程度のN2O

排出量原単位であった。

図５　LCC評価
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表３　導入検討条件（単価：全国平均値、国交省調査による）

項　目 内　容

条
件

脱水汚泥発生量 合計最大 19t/ 日（平均 15.5t-ds/ 日）
水処理 標準活性汚泥

汚泥処理 分離機械濃縮（消化無）

単
価

汚泥
処理

脱水汚泥 15,000 円 /t
焼却灰 18,000 円 /t

薬品 高分子 790 円 /kg、無機 37 円 /kg
電力 17 円 /kWh

A 重油 80 円 /L

⑵　LCC評価

表３に検討条件、図５にLCC評価結果を示す。

脱水汚泥量が合計15.5t/日（含水率78％）程度発生

する中小規模処理場の集約処理で導入を想定した。

従来脱水と比較した場合、建設費は上昇するが汚泥

処分費の低減効果によりLCCで26％の削減効果が

得られた。

４．おわりに

本実証研究では、バイオマスボイラを用いることで、

乾燥に必要な熱量相当の蒸気回収を行うことができ、

中小規模処理場へ集約処理した場合での導入検討では、

従来技術に対してLCCの低減効果が得られ、十分導入

効果があることが分かった。今後は、春季と夏季の調査を

行い四季データをそろえて年間を通じた運転の安定性を

評価し、バイオマスボイラの自動制御について検討する

予定である。

＜参考文献＞

１）‌�国土技術政策総合研究所、脱水乾燥システムによる下水汚泥の
肥料化、燃料化技術導入ガイドライン（案）、2019

２）‌�公益社団法人日本下水道協会、バイオソリッド利活用基本計画
策定マニュアル、2003

３）‌�国土交通省、下水汚泥エネルギー化技術　ガイドライン（平成
29年度版）、2018
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「設立から70年の歴史ある企業であ

り、独自性の高い機械を販売している

ことに関心を持ち、ハイエバオレーター

（=薄膜式蒸発機）など大学院の研究室で

使用していた装置の規模を大きくした

ような機械を扱っていることに親近感を

覚えました」と、株式会社櫻製作所を

志望した動機を齊藤さんは語る。学生

時代は理学部で化学を専攻し研究に没頭

した。そして就職活動を開始した時点で、

パンデミックの波に巻き込まれた。

「面接は基 本的にリモートでした。

大学の就職センターで、面接中にパソ

コンの画面を見ると目線が下がり印象が

悪くなると言われました。ところがカメラ

目線で話をすると、モニタに映っている

面接官の方がうなずいているのかどう

かが分かりません。相手の反応を見る

ことができないことに苦労しました」。

社会人になる過程で、リモートの

難しさを体感した。入社後もリモート

業務が中心だったそうだが、どのように

仕事を覚えたのだろうか？「分からない

ことはすぐに聞くという姿勢を徹底し

ていました。上司にまずメール連絡し、

手が空いたと思われるタイミングで

電話をかけて回答をもらうように心掛け

ました」。在宅勤務でのオン・オフの

切り替えにも気を付けた。

「リモート業務中は、見える景色が普段

と異なる位置に椅子を置くなどして、気持

ちを切り替えていました。また、To Do

リストを作成し、仕事が一つ完了するごと

に休憩をとり、メリハリをつけました」。

社会人としての活動は、リモート中心

の研修期間を経て、現在はほぼ100％

リアルで業務を進めているとのこと。

配属先は既存顧客の対応や新規顧客

開拓、機械の型式・仕様選定などを行う

営業部で、納入先の現場にも出向く。

「学生時代のように無機物と対峙し

ているより、人と触れ合っている方が

楽しいです。社内で同僚や上司と顔を

合わせた時は、積極的に自分から話し

かけるようにしています」。リアルな

コミュニケーションを大切にし、人間

力とともに専門性にも磨きをかけて

いる。「今後は機械に使われる部品と

その役割についての知識を幅広く

習得し、ユーティリティーも含め客先に

説明できるようにレベルアップして、一人

で機械を売れるようになりたいです」。

最後にこれから社会に出ていく

後輩たちへのメッセージを聞いた。

「就活もリモート業務も、慣れない

ことを慣れない環境でする難しさを

はじめは感じると思います。しかし、

数をこなして経験を積むことで自分の

やり方が自然に身に付くと思いますの

で、がむしゃらに取り組むことが大切

だと思います」。

2021年に株式会社櫻製作所に入社

した齊藤誉人さん。就職活動が

新型コロナウイルスの世界的流行

と同時期だったことから、面接も

リモートで行われた。オンライン

業務を当たり前にこなす世代の

仕事に対する姿勢について聞いた。

「リモートもリアルも、数をこなして経験を積むことで、
自分のやり方が自然に身に付くと思います」

takato saito

株式会社櫻製作所
営業部 東京営業所

齊藤 誉人さん

vol.5

リモートネイティブ世代
Remote native generation
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株式会社帝国電機製作所は、1939年の創業以来、鉄道
信号機の製造販売や電気自動車の開発等、常に研究開発
企業として成長を続けてきました。1960年に独自技術に
よって現在の主力製品である完全無漏洩のテイコクキャ
ンドモータポンプの開発に成功し、これまでの当社発展
の原動力となっています。キャンドモータポンプは、
ポンプとモータを一体化することで、密封された液体が
外部に漏れないという構造的特徴を持っており、その特性 
から、引火性のある液体や漏れると危険な液体の取り扱い
に適しており、石油化学プラントなどを中心に、ファイン

ケミカル、医薬・食品、原子力発電所、変電所など様々な
分野で人や地球環境に最も優しいポンプとして活躍して
います。また、厳しい品質基準をクリアした電動油ポンプは 
JR新幹線、在来線特急等に100％採用されている他、海外の
高速鉄道にも数多く搭載されています。

海外には、米国、中国、インドにそれぞれ、生産・サー
ビス拠点を、ドイツ、シンガポール、韓国、台湾には販売 
拠点を配置し、積極的に世界戦略を展開しています。 
ポンプとモータの一貫生産という優位性を生かし、API685、
ASME B73.3、ISO2858等の海外規格に準拠したポンプ
と、各国の防爆基準に適合した独自のキャンドモータとの 
組み合わせで製品のバリエーションは更に広がっています。
国内外問わず、お客様のあらゆる要求仕様に対応できる
設計・生産体制をとることでお客様との強い信頼関係を築い
ています。これからも私たちは、事業活動を通じて人の心を
豊かにするとともに、持続可能な社会の実現に貢献します。

株式会社帝国電機製作所

新
会
入
社
会
紹
員
介

人や地球環境に優しいキャンドモータポンプ

商 号：株式会社帝国電機製作所
本 社：〒679-4395　兵庫県たつの市新宮町平野60番地
電 話：0791−75−0411
設 立：1939年９月 12日
事業内容：ポンプ事業、電子部品事業、特殊機器などの事業

組立試験工場技術開発センター

電動油ポンプ

本社社屋

キャンドモータポンプ

C om p a n y  I n f o r m a t i o n
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本　部
７月20日　第93回運営幹事会

斎藤会長からの挨拶の後、株式会社ＩＨＩ 常務執行役員 

高度情報マネジメント統括本部長　小宮義則殿より、

「総合重工業におけるDXの推進」について講演があった。

また、経済産業省 製造産業局 産業機械課 課長 安田篤殿

より、「最近の政策動向」について説明があった。

次いで、議長から議事録署名人が選定され、次の事項に

ついて報告及び審議を行った。

⑴　統計関係（2022年５月分）

⑵　工業会の活動状況（2022年６月９日〜７月６日分）

⑶　海外情報（2022年７月号）

⑷　常任幹事補充選任

⑸　委員長・部会長の選出

理事会
７月20日　理事会（書面）

常任幹事補充選任に関する決議事項について審議資料を

送達した。

７月29日　理事会（書面）承認

７月20日に送達した理事会（書面）における決議事項に

ついて承認した。

表　彰
７月26日　第48回優秀環境装置表彰式

経済産業大臣賞１件、経済産業省産業技術環境局長賞

１件、中小企業庁長官賞２件、日本産業機械工業会会長

賞６件の計10件の表彰を行った。表彰対象装置及び

受賞者は次のとおり。

⑴　経済産業大臣賞

装置名：低熱灼減量対応V型ストーカ式廃棄物焼却炉

受賞者：三菱重工環境・化学エンジニアリング株式会社

⑵　経済産業省産業技術環境局長賞

装置名：下水高濃度返流水の省エネ型窒素除去装置

受賞者：大阪市、メタウォーター株式会社

⑶　中小企業庁長官賞 （応募申請書受付順）

装置名：大気圧ロングアークプラズマ式排ガス処理装置

受賞者：クリーン・テクノロジー株式会社

装置名：多種廃棄物対応焼却炉（AIS型焼却炉）

受賞者：株式会社アクトリー

⑷　日本産業機械工業会会長賞 （応募申請書受付順）

装置名：尿素分解装置を用いた無触媒脱硝システム

受賞者：株式会社タクマ

装置名：‌�使用薬品（次亜塩素酸）を電解自家生成で賄う

脱臭装置（ISEC式）

受賞者：株式会社一芯

装置名：騒音対策用遮音ルーバー装置

（しずかルーバー）

受賞者：清水建設株式会社

装置名：新型汚泥焼却設備（OdySSEA（オデッセア））

受賞者：JFEエンジニアリング株式会社、

日本下水道事業団、

川崎市上下水道局

装置名：次世代型流動床式ガス化燃焼炉

受賞者：株式会社神鋼環境ソリューション

装置名：廃モータからの銅線回収システム

受賞者：三菱長崎機工株式会社

また、経済産業大臣賞、経済産業省産業技術環境局長賞、

中小企業庁長官賞を受賞した装置の研究・開発に携った

主たる開発者について、計25名を一般社団法人日本産業

機械工業会会長が表彰した。

さらに、表彰式終了後、祝賀パーティを開催した。

工業会情報
行事報告 行事予定 書籍・報告書情報 統計資料



産業機械 2022.9 33

部　会

ボイラ・原動機部会
７月11日　技術委員会

次の事項について、報告及び検討を行った。

⑴　機関誌「産業機械」９月号寄稿申込状況

⑵　今後の調査活動

７月12日　幹事会

次の事項について、報告及び検討を行った。

⑴　６月度受注統計

⑵　８月度研修会

⑶　本部・関西支部合同会議

⑷　６月度女性交流会の活動

鉱山機械部会
７月21日　骨材機械委員会

受注統計について報告し、骨材機械に関する情報交換を

行った。また、今後のスケジュールについて検討を行った。

７月21日　部会総会及び講演会

⑴　総会

次の事項について確認と選出を行った。

①2021年度事業報告及び2022年度事業計画

②‌�2021年度委員会活動報告及び2022年度委員会活動計画

③役員改選

部 会 長：株式会社幸袋テクノ

代表取締役社長　村上 宏（再任）

副部会長：株式会社東亜利根ボーリング

代表取締役社長　伊藤 春彦（再任）

⑵　講演会

次の講演会を行った。

テーマ：‌�「資源循環のための物理的分離技術の　　

現状と課題」 

講　師：早稲田大学 理工学術院 創造理工学部

教授　所 千晴 殿　

８月３日　ボーリング技術委員会

次の事項について検討を行った。

⑴　安全マニュアル

⑵　今後のスケジュール

化学機械部会
７月８日　部会総会

次の事項について審議を行い、承認した。

⑴　2021年度事業報告及び2021年度決算報告

⑵　2022年度事業計画及び2022年度収支予算

⑶　役員改選

次のとおり選任した。

部 会 長：‌�月島機械株式会社 専務執行役員　　　

産業事業本部長　藤田 直哉（再任）

副部会長：株式会社神鋼環境ソリューション

取締役専務執行役員　

プロセス機器事業部長　今中 照雄（再任）

副部会長：‌�木村化工機株式会社 取締役　　　　　

エンジニアリング事業部長　重 洋一（再任）

７月29日　技術委員会

次の事項について検討及び審議を行った。

⑴　製造物責任に関するリスクヘッジ

⑵　2022年度部会活動内容及びスケジュール

環境装置部会
７月 ７日　環境ビジネス委員会　講演会

次の講演会を行った。

テーマ：‌�ポンプ設備の省エネ化に向けた取り組み　　

（標準ポンプを中心に）

講　師：株式会社荏原製作所

標準ポンプ事業部 国内営業推進部

シニアアドバイザー　岡本 茂 殿

７月 ７日　環境ビジネス委員会　委員会

今年度の活動状況について報告し、今後の活動について

検討を行った。

７月13日　環境ビジネス委員会　施設調査

桑名広域清掃事業組合　資源循環センター（三重県

桑名市）を訪問し、可燃ごみ焼却施設、リサイクルプラザ、

プラスチック圧縮梱包施設について調査を行った。

７月15日　部会　幹事会

今後の部会活動及び二酸化炭素の回収及び利活用分野

への取り組み方について検討を行った。

７月27日　環境ビジネス委員会　講演会

次の講演会を行った。

テーマ：‌�再エネ政策・制度の今後の展望　　　　　　

〜ビジネスモデル・技術開発への示唆〜

講　師：一般財団法人日本エネルギー経済研究所

電力・新エネルギーユニット 担任補佐（兼）

次世代エネルギーシステムグループ マネージャー

研究理事　柴田 善朗 殿

行事報告 行事予定 書籍・報告書情報 統計資料
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７月28日　循環ビジネス交流会　施設調査

株式会社富山環境整備（富山県富山市）を訪問し、混合

廃棄物の最新高度選別センターについて調査を行った。

７月28日　環境ビジネス委員会

⑴　講演会

次の講演会を行った。

テーマ：‌�我が国における陸上養殖技術動向と　　　

その経済性、未利用資源の活用可能性

講　師：東京海洋大学 海洋生物資源学部門

准教授　遠藤 雅人 殿

⑵　先端技術調査分科会

今年度の活動状況について報告を行い、今後の活動に

ついて検討を行った。

８月９日　環境ビジネス委員会　施設調査

小田原市環境事業センター（神奈川県小田原市）を訪問

し、清掃工場からの二酸化炭素を利用したメタネーション

実証について調査を行った。

タンク部会
７月13日　技術分科会

JIS B 8501（鋼製石油貯槽の構造）とこれらに関係する

最新のAPI（米国石油協会）規格との比較調査及び検討を

行った。

プラスチック機械部会
７月７日　中部地区委員会

中部地区の市場動向について報告及び検討を行った。

７月13日　押出成形機委員会

次の事項について報告及び検討を行った。

⑴　押出成形機の市場動向

⑵　ISO/TC270/WG2（押出機）の活動

７月27日　幹事会

次の事項について報告及び検討を行った。

⑴　幹事会役員の選出時期及び方法

⑵　役員の改選

⑶　SDGsや脱炭素社会に向けた取り組みに関する調査

７月27日　総会

次の事項について報告及び検討を行った。

⑴　2021年度事業報告及び2022年度事業計画

⑵　プラスチック機械部会の傘下委員会の活動概況

⑶　役員紹介

⑷　講演会

次の講演会を行った。

テーマ：‌�カーボンプライシングの最新動向と　　　

日本企業への影響 

講　師：みずほリサーチ＆テクノロジーズ株式会社

主席コンサルタント　元木 悠子 殿

８月４日　関西地区委員会

関西地区の市場動向について報告及び検討を行った。

風水力機械部会
７月14日　部会総会

次の事項について報告及び審議を行った。

⑴　‌�各機種別委員会の2021年度事業報告及び2022年度

事業計画を確認した。

①風水力機械部会

②汎用ポンプ委員会

③汎用送風機委員会

④汎用圧縮機委員会

⑤プロセス用圧縮機委員会

⑥ロータリ・ブロワ委員会

⑦メカニカルシール委員会

⑧排水用水中ポンプシステム委員会

⑨ポンプ技術者連盟

⑩送風機技術者連盟

⑪ポンプ国際規格審議会

⑫送風機国際規格審議会

⑵　役員改選

次のとおり選任した。

幹事：株式会社電業社機械製作所

プラント建設部　部長　柚木 孝洋（新任）

７月19日　汎用ポンプ委員会

次の事項について報告及び検討を行った。

⑴　春季総会収支決算

⑵　‌�国土交通省「建築設備計画基準及び設計基準令和３年版」

改定意見

⑶　JIS B 8307（遠心ポンプの技術仕様−クラスⅠ）他

６規格改正進捗状況

⑷　地震発生時の運転・復旧対応の資料作成

⑸　「汎用ポンプのトラブルシューティング」の原稿作成

⑹　「汎用ポンプの保守管理」見直し

行事報告 行事予定 書籍・報告書情報 統計資料



産業機械 2022.9 35

７月21日　汎用送風機委員会

次の事項について報告及び検討を行った。

⑴　春季総会収支決算

⑵　地震発生時の運転・復旧対応の資料作成

⑶　新規事業

７月22日　メカニカルシール講習会

メカニカルシールの基本的な知識に関する講習会を

開催した。

７月25日　ポンプ国際規格審議会

次の事項について報告及び検討を行った。

⑴　2022年度担当表と活動予定

⑵　下記規格改正

JIS B8307　遠心ポンプの技術仕様−クラスⅠ

JIS B8313　小形渦巻ポンプ

JIS B8319　小形多段渦巻ポンプ

JIS B8322　両吸込渦巻ポンプ

JIS B8324　深井戸用水中モータ—ポンプ

JIS B8325　設備排水用水中モータポンプ　

JIS B8327　模型によるポンプ性能試験方法

⑶　下記 ISO投票内容

ISO−IEC JAG22可否投票

ISO/TR 17766‌�（遠心力ポンプで取り扱う粘性流体

−性能修正）廃止可否投票

ISO2858‌�（片吸込遠心ポンプ（16 bar級）−呼び，

呼び要目及び寸法）SR（定期見直し）投票

ISO9905‌�（遠心ポンプの技術仕様−クラスⅠ）SR

（定期見直し）投票

ISO9906‌�（ターボポンプ−水力性能受渡試験−等級

１，２及び３）SR（定期見直し）投票

ISO9908‌�（遠心ポンプの技術仕様−クラスⅢ）SR

（定期見直し）投票

⑷　JIS問合せ回答

⑸　JIS定期見直し回答

７月25日　送風機技術者連盟　年度幹事会

次の事項について報告及び検討を行った。

⑴　秋季総会の開催内容及び開催地

⑵　年度幹事の役割分担

７月28日　ポンプ技術者連盟　年度幹事会

次の事項について報告及び検討を行った。

⑴　秋季総会の開催内容及び開催地

⑵　年度幹事の役割分担

８月１日　‌�JIS B 8307（遠心ポンプの技術仕様−クラスⅠ）他

６規格改正原案作成分科会

ポンプJIS 7規格の内容について検討を行った。

８月２日　排水用水中ポンプシステム委員会

次の事項について報告及び検討を行った。

⑴　部会総会

⑵　‌�JIS B 8325（設備排水用水中モータポンプ）改正進捗状況

⑶　JIS A 8604（工事用水中ポンプ）見直し

⑷　秋季総会

⑸　委員会ホームページ掲載内容

運搬機械部会
７月12日　部会総会及び講演会

⑴　総会

次の事項について確認と選出を行った。

①2021年度事業報告及び2022年度事業計画

②‌�2021年度委員会活動報告及び2022年度委員会活動計画

③役員改選

部 会 長：株式会社ＩＨＩ 取締役 常務執行役員　

産業システム・汎用機械 事業領域長

茂垣 康弘（再任）

副部会長：株式会社ダイフク 常務執行役員

本部長　権藤 卓也（再任）

副部会長：株式会社キトー 執行役員

国内営業本部長　大熊 謙司（再任）

⑵　講演会

次の講演会を行った。

テーマ：「最近の政策動向について」 

講　師：経済産業省 製造産業局 産業機械課

課長補佐　川内 拓行 殿　

７月14日　流通設備委員会　建築分科会

次の事項について検討を行った。

⑴　ラック式倉庫のスプリンクラー設備の解説書

⑵　今後のスケジュール

７月15日　流通設備委員会　クレーン分科会　　　

次の事項について検討を行った。

⑴　自動倉庫JIS規格改正

⑵　今後のスケジュール

７月19日　コンベヤ技術委員会　

次の事項について検討を行った。

⑴　‌�「チェーン・ローラ・ベルトコンベヤ、仕分けコンベヤ、

垂直コンベヤ及び、パレタイザ検査要領書」改訂版
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⑵　‌�「大規模倉庫における防火シャッター降下部のコンベヤ

に関するガイドライン」

⑶　コンベヤJIS規格改正

⑷　次期テーマ

⑸　今後のスケジュール

７月25日　‌�流通設備委員会　シャトル台車式自動倉庫

システム（仮称） JIS化検討WG

次の事項について検討を行った。

⑴　シャトル台車式自動倉庫システム（仮称） のJIS化

⑵　今後のスケジュール

７月26日　‌�JIS B 2809（ワイヤグリップ）原案作成委員会

次の事項について検討を行った。

⑴　JIS改正案及び解説案

⑵　今後の進め方

７月27日　チェーンブロック企画委員会　

次の事項について検討を行った。

⑴　最近のチェーンブロック動向

⑵　今後のスケジュール

８月５日　流通設備委員会　工事安全基準WG　

次の事項について検討を行った。

⑴　立体自動倉庫　工事安全基準（改訂版）作成

⑵　今後のスケジュール

８月８ 日　‌�コンベヤ技術委員会　バルク分科会　　　

JIS B 8803　ベルトコンベヤ用ローラ改正WG

次の事項について検討を行った。

⑴　JIS B 8803 ベルトコンベヤ用ローラ改正素案作成

⑵　今後のスケジュール

動力伝導装置部会
７月22日　減速機委員会

今後の業界動向について報告及び検討を行った。

製鉄機械部会
７月15日　幹事会

次の事項について報告及び検討を行った。

⑴　今年度調査テーマ

⑵　研修会の開催

業務用洗濯機部会
７月７日　コインランドリー分科会

2022年度分科会活動内容及びスケジュールについて

検討及び審議を行った。

７月７日　技術委員会

次の事項について検討及び審議を行った。

⑴　取扱いの際の危険性を喚起するガイドライン作成

⑵　業務用洗濯機の設置及び使用に関する法規制一覧

⑶　次期活動内容

７月12日　カーボンニュートラル検討委員会

リネン工場の標準機器選定の検討及び確認を行った。

７月12日　定例部会

次の事項について検討及び審議を行った。

⑴　‌�業務用洗濯機器の設置及び使用に関する法規制一覧の修正

⑵　記者発表会

８月９日　カーボンニュートラル検討委員会

リネン工場の標準機器選定の検討及び確認を行った。

８月９日　定例部会

次の事項について検討及び審議を行った。

⑴　記者発表会

⑵　IEC規格へのコメント

８月９日　記者発表会

次の事項について関係者に発表を行った。

⑴　2022年度事業計画

⑵　2022年度部会役員体制

⑶　2021年度出荷金額

委員会

政策委員会

７月13日　委員会及び講演会

⑴　講演会

次の講演会を行った。

テーマ：通商白書について

講　師：‌�内閣官房 新しい資本主義実現本部事務局

企画官　岡田 陽 殿

⑵　委員会

次の事項について報告及び検討を行った。

①統計関係（2022年５月分）

②工業会の活動状況（2022年６月９日〜７月６日分）

③第535回政策委員会開催

８月８日　税制小委員会

2023年度（令和５年度）産業機械業界の税制改正要望に

ついて検討を行った。

行事報告 行事予定 書籍・報告書情報 統計資料
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貿易委員会

７月27日　委員会及び帰朝報告会

⑴　委員会

2022年度の貿易委員会セミナー講演テーマについて

検討した。

また、2023年度に実施予定の海外貿易会議の開催国

について検討した。

⑵　帰朝報告会

次の帰朝報告を行った。

テーマ：‌�欧州の脱炭素化におけるロシア・ウクライナ

情勢の影響について

講　師：日立造船株式会社

環境事業本部 環境プラント計画部　

課長代理　尾森 圭悟 殿（前ウィーン駐在員）

テーマ：米国経済及び製造業の概況について

講　師：経済産業省 産業技術環境局 資源循環経済課

課長補佐　小川 ゆめ子 殿（前シカゴ駐在員）

エコスラグ利用普及委員会
７月14日　委員会

   次の事項について審議し、承認した。

⑴　2022年度事業計画

⑵　2021年度収支報告及び2022年度収支予算

８月３日　標準化分科会

JIS改定に向けた取り組みについて検討を行った。

関西支部

部　会

環境装置部会

７月13日　部会総会及び講演会

⑴　部会

次の事項について、報告及び審議を行い、承認した。

①役員改選

次のとおり選任した。

部 会 長：株式会社クボタ 理事

水環境総合研究ユニット　佐藤 淳（新任）

副部会長：株式会社タクマ 環境本部 運営技術部

部長　大橋 一宏（新任）

幹 事 長：住友重機械エンバイロメント株式会社

大阪支店長　井本 秀樹（新任）

②本部部会の2021年度事業報告及び2022年度事業計画

③支部部会の2021年度事業報告及び2022年度事業計画

④2022年度研修会の開催

⑵　講演会

次の講演会を行った。

テーマ：‌�‌�「都市海域がもたらす豊かな海とブルーカーボン 

—目指す姿を数理モデルで考える—」　

講　師：大阪公立大学 大学院工学研究科

都市系専攻 都市学分野長

教授 都市科学教育研究センター長

相馬 明郎 殿

委員会

政策委員会

７月28日　委員会

次の事項について報告を行った。

⑴　統計関係（2022年５月分）

⑵　工業会の活動状況（2022年６月９日〜７月６日分）

⑶　海外情報（2022年７月号）

⑷　常任幹事補充選任

⑸　委員長・部会長の選出　　　　　　　　

行事報告 行事予定 書籍・報告書情報 統計資料
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行事報告 行事予定 書籍・報告書情報 統計資料

本　部

10月13日	 政策委員会

10月19日	 運営幹事会

11月17日	 関西大会

11月18日	 2022年度第２回会長杯ゴルフ大会

部　会

ボイラ・原動機部会

10月６日	 ‌�ボイラ・原動機部会　　　　　　　　　

本部・関西支部合同会議

10月中旬	 ボイラ技術委員会

11月９日	 ボイラ幹事会

環境装置部会

10月上旬	 環境ビジネス委員会　第２回本委員会

〃	 ‌�環境ビジネス委員会　　　　　　　　　

第３回先端技術調査分科会

10月31日	 部会　秋季総会

11月１日	 部会　研修会

11月上旬	 ‌�環境ビジネス委員会　　　　　　　　　

第３回有望ビジネス分科会

〃	 環境ビジネス委員会　第３回水分科会

〃	 ‌�環境ビジネス委員会　第３回バイオマス

エネルギー利活用推進分科会

〃	 ‌�環境ビジネス委員会　　　　　　　　　

第３回 IoT・AI 調査分科会

〃	 循環ビジネス交流会　企画WG

11月下旬	 部会　幹事会

鉱山機械部会

10月中旬	 ボーリング技術委員会

11月中旬	 骨材機械委員会

風水力機械部会

10月７日	 汎用送風機委員会

10月13日	 汎用ポンプ委員会

10月19日	 汎用圧縮機委員会

10月20日〜21日　ポンプ技術者連盟　秋季総会

10月22日	 ロータリ・ブロワ委員会　研修会

10月24日〜25日　‌�排水用水中ポンプシステム委員会

秋季総会

11月10日〜11日	 送風機技術者連盟　秋季総会

11月17日〜18日	 プロセス用圧縮機委員会　秋季総会

11月中旬	 汎用送風機委員会　秋季総会

〃	 汎用圧縮機委員会　秋季総会

〃	 メカニカルシール講習会

11月24日〜25日	 汎用ポンプ委員会　秋季総会

11月29日〜30日	 メカニカルシール委員会　秋季総会

11月下旬	 ポンプ国際規格審議会

〃	 排水用水中ポンプシステム委員会

運搬機械部会

10月上旬	 コンベヤ技術委員会　バルク分科会

10月中旬	 流通設備委員会建築分科会

10月下旬	 ‌�流通設備委員会シャトル台車式自動倉庫

システムJIS化検討ＷＧ

〃	 流通設備委員会クレーン分科会

〃	 ‌�コンベヤ技術委員会　　　　　　　　　

仕分けコンベヤJIS改正WG

〃	 ‌�流通設備委員会　　　　　　　　　　　

立体自動倉庫工事安全基準作成WG

〃	 コンベヤ技術委員会

〃	 クレーン企画委員会

11月上旬	 コンベヤ技術委員会　バルク分科会

11月中旬	 コンベヤ技術委員会

〃	 流通設備委員会クレーン分科会

11月下旬	 ‌�流通設備委員会シャトル台車式自動倉庫

システムJIS化検討ＷＧ

〃	 チエーンブロック企画委員会
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行事報告 行事予定 書籍・報告書情報 統計資料

製鉄機械部会

10月下旬	 施設見学会

動力伝導装置部会

10月下旬	 減速機委員会

11月下旬	 減速機委員会

業務用洗濯機部会

10月12日	 カーボンニュートラル検討委員会

〃	 技術委員会

〃	 定例部会

11月18日　カーボンニュートラル検討委員会

〃	 コインランドリー分科会

プラスチック機械部会

11月上旬	 押出成形機委員会

11月中旬	 射出成形機委員会

委員会

エコスラグ利用普及委員会

10月下旬	 自治体連絡会

11月中旬	 利用普及分科会

関西支部

部　会

ボイラ・原動機部会

10月６日〜７日　東西合同会議

環境装置部会

10月13日〜14日　施設調査

繊維スリング分科会

10月28日	 分科会・施設調査

委員会

政策委員会

10月27日	 委員会

11月17日	 関西大会

労務委員会

11月上旬	 正副委員長会議

11月下旬	 委員会
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風力発電関連機器産業に関する調査研究報告書
頒　価：5,000円（税込）
連絡先：環境装置部（TEL：03-3434-7579）

風力発電機の本体から部品等まで含めた風力発電関連

機器産業に関する生産実態等の調査を実施し、各分野に

おける産業規模や市場予測、現状での課題等を分析し、

まとめた。

2020年に向けての産業用ボイラ需要動向と
今後の展望

頒　価：2,000円（税込）
連絡先：産業機械第１部（TEL：03-3434-3730）

産業用ボイラの需要動向、技術動向及び今後の展望に

ついて、５年程度の調査を基にまとめた。

化学機械製作の共通課題に関する調査研究
報告書（第８版 平成20年度版） 
〜化学機械分野における輸出管理手続き〜

頒　価：1,000円（税込） 
連絡先：産業機械第１部（TEL：03-3434-3730）

化学機械製作に関する共通の課題・問題点を抽出し、

取りまとめたもの。今回は強化されつつある輸出管理に

ついて、化学機械分野に限定して申請手続きの流れや

実際の手続きの例を示した。実際に手続きに携わる方へ

の参考書となる一冊。

2020（令和２）年度　環境装置の生産実績
頒　価：実費頒布 
連絡先：環境装置部（TEL：03-3434-6820）

日本の環境装置の生産額を装置別、需要部門別（輸出

含む）、企業規模別、研究開発費等で集計し図表化した。

その他、前年度との比較や1980年代以降の生産実績の

推移を掲載している。

プラスチック機械産業の市場動向調査報告書 
（2022年２月発行版）

頒　価：1,000円（税込） 
連絡先：本部（東京）産業機械第２部（TEL：03-3434-6826）

射出成形機、押出成形機、ブロー成形機に関する2021

〜2023年の市場動向を取りまとめたもの。

風水力機械産業の現状と将来展望 
—2021年〜2025年—

頒　価：会員/1,500円（税込）　会員外/3,000円（税込） 
連絡先：産業機械第１部（TEL：03-3434-3730）

1980年より約５年に１度、風水力機械部会より発行し

ている報告書の最新版。風水力機械産業の代表的な機種

であるポンプ、送風機、汎用圧縮機、プロセス用圧縮機、

メカニカルシールの機種ごとに需要動向と予測、技術動

向、国際化を含めた今後の課題と対応についてまとめた。

風水力機械メーカはもとより官公庁、エンジニアリング

会社、ユーザ会社等の方々にも有益な内容である。

メカニカル・シールハンドブック 
初・中級編（改訂第３版）

頒　価：2,000円（税込） 
連絡先：産業機械第１部（TEL：03-3434-3730）

メカニカルシールに関する用語、分類、基本特性、寸法、

材料選定等についてまとめたもの（2010年10月発行）。

ユニット式ラック構造設計基準 
（JIMS J-1001：2012）解説書

頒　価：800円（税込）
連絡先：産業機械第２部（TEL：03-3434-6826）

ユニット式ラックの構造設計を行う場合の地震動に対する

考え方をより理解してもらうため、JIMS J-1001：2012

を解説・補足する位置付けとして、JIMS J-1001：2012

と併せた活用を前提にまとめた。

物流システム機器ハンドブック
頒　価：3,990円（税込） 
連絡先：産業機械第２部（TEL：03-3434-6826）

⑴ 各システム機器の分類、用語の統一

⑵ 能力表示方法の統一、標準化

⑶ 各機器の安全基準と関連法規・規格

⑷ 取扱説明書、安全マニュアル

⑸ 物流施設の計画における寸法算出基準

ゴムベルトコンベヤの計算式 
（JIS B 8805-1992）計算マニュアル

頒　価：1,000円（税込） 
連絡先：産業機械第２部（TEL：03-3434-6826）

現行JIS（JIS B 8805-1992）は、ISO5048に準拠して

改正されたが、旧JIS（JIS B 8805-1976）とは計算

手順が異なるため、これをマニュアル化したもの。

行事報告 行事予定 書籍・報告書情報 統計資料
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コンベヤ機器保守・点検業務に関する 
ガイドライン

頒　価：1,000円（税込） 
連絡先：産業機械第２部（TEL：03-3434-6826）

コンベヤ機器の使用における事業者の最小限の保守・点検

レベルを確保するため、ガイドラインとしてまとめたもの。

チェーン・ローラ・ベルトコンベヤ、仕分コンベヤ、
垂直コンベヤ、及びパレタイザ検査要領書

頒　価：1,000円（税込） 
連絡先：産業機械第２部（TEL：03-3434-6826）

ばら物コンベヤを除くコンベヤ機器について、検査要領の

客観的な指針を、設備納入メーカや購入者のガイドライン

としてまとめたもの。

バルク運搬用 ベルトコンベヤ設備保守・点検
業務に関するガイドライン

頒　価：500円（税込）
連絡先：産業機械第２部（TEL：03-3434-6826）

コンベヤ機器の使用における事業者の最小限の保守・

点検レベルを確保するため、ガイドラインとしてまとめ

たもの。

バルク運搬用　ベルトコンベヤ検査基準
頒　価：1,000円（税込）
連絡先：産業機械第２部（TEL：03-3434-6826）

バルク運搬用ベルトコンベヤの製作、設置に関する部品

並びに設備の機能を満足するための検査項目、検査箇所

及び検査要領とその判定基準について規定したもの。

ユニバーサルデザインを活かしたエレベータ
のガイドライン

頒　価：1,000円（税込） 
連絡先：産業機械第２部（TEL：03-3434-6826）

ユニバーサルデザインの理念に基づいた具体的な方法を

ガイドラインとして提案したもの。

東京直下地震のエレベータ被害予測に 
関する研究

頒　価：1,000円（税込）
連絡先：産業機械第２部（TEL：03-3434-6826）

東京湾北部を震源としたマグニチュード７程度の地震が

予測されていることから、所有者、利用者にエレベータの

被害状況を提示し、対策の一助になることを目的として、

エレベータの閉じ込め被害状況の推定を行ったもの。

ラック式倉庫のスプリンクラー設備の解説書
頒　価：1,000円（税込） 
連絡先：産業機械第２部（TEL：03-3434-6826）

1998年７月の消防法令の改正に伴い、「ラック式倉庫」

の技術基準、ガイドラインについて、分かりやすく解説

したもの。

JIMS H 3002業務用洗濯機械の性能に係る
試験方法（平成20年８月制定）

頒　価：1,000円（税込） 
連絡先：産業機械第１部（TEL：03-3434-3730）

2021年度版　エコスラグ有効利用の現状と
データ集

頒　価：5,000円（税込） 
連絡先：エコスラグ利用普及推進室（TEL：03-3434-7579）

全国におけるエコスラグの生産状況、利用状況、分析

データ等をアンケート調査からまとめた。また、委員会の

活動についても報告している（2022年５月発行）。

道路用溶融スラグ品質管理及び 
設計施工マニュアル（改訂版）

頒　価：3,000円（税込） 
連絡先：エコスラグ利用普及推進室（TEL：03-3434-7579）

2016年10月20日に改正されたJIS A 5032「一般

廃棄物、下水汚泥又はそれらの焼却灰を溶融固化した

道路用溶融スラグ」について、溶融スラグの製造者、

及び道路の設計施工者向けに関連したデータを加えて

解説した（2017年3月発行）。

港湾工事用エコスラグ利用手引書
頒　価：実費頒布 
連絡先：エコスラグ利用普及推進室（TEL：03-3434-7579）

エコスラグを港湾工事用材料として有効利用するため

に、設計・施工に必要なエコスラグの物理的・化学的

特性をまとめた。工法としては、サンドコンパクション

パイル工法とバーチカルドレーン工法を対象としている

（2006年10月発行）。

2021年度　環境活動報告書
頒　価：無償頒布 
連絡先：企画調査部（TEL：03-3434-6823）

環境委員会が会員企業を対象に実施する各種環境関連

調査の結果報告の他、会員企業の環境保全への取り組み

等を紹介している。

行事報告 行事予定 書籍・報告書情報 統計資料
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１．概　要

６月の受注高は4,946億8,400万円、前年同月比

20.0%増となった。

内需は、3,073億6,400万円、前年同月比1.8%増と

なった。

内需のうち、製造業向けは前年同月比▲3.9%減、非製

造業向けは同21.8%増、官公需向けは同▲16.2%減、

代理店向けは同0.4%増であった。

増加した機種は、ボイラ・原動機（16.7%増）、タンク

（9.3%増）、ポンプ（14.4%増）、運搬機械（3.1%増）、

変速機（13.6%増）の５機種であり、減少した機種は、

鉱山機械（▲14.4%減）、化学機械（▲6.8%減）、プラス

チック加工機械（▲8.7%減）、圧縮機（▲1.2%減）、送風機

（▲0.6%減）、金属加工機械（▲6.8%減）、その他機械

（▲10.9%減）の７機種であった（括弧の数字は前年同月比）。

外需は、1,873億2,000万円、前年同月比69.9%増と

なった。

プラントは２件、29億4,300万円となり、前年同月比

▲60.1%減となった。

増加した機種は、ボイラ・原動機（67.4%増）、鉱山

機械（208.9%増）、化学機械（191.2%増）、プラスチック

加工機械（158.8%増）、ポンプ（120.7%増）、送風機

（197.0%増）、運搬機械（54.3%増）、変速機（7.9%増）、

金属加工機械（107.3%増）の９機種であり、減少した

機種は、タンク（▲95.7%減）、圧縮機（▲34.2%減）、

その他機械（▲42.6%減）の３機種であった（括弧の数字は

前年同月比）。

２．機種別の動向

①　ボイラ・原動機

電力、外需の増加により前年同月比31.3%増と

なった。

②　鉱山機械

代理店の減少により同▲1.6%減となった。

③　化学機械（冷凍機械を含む）

外需の増加により同24.7%増となった。

④　タンク

外需の減少により同▲4.4%減となった。

⑤　プラスチック加工機械

外需の増加により同106.2%増となった。

⑥　ポンプ

化学、その他非製造業、外需、代理店の増加により

同36.7%増となった。

⑦　圧縮機

外需の減少により同▲19.5%減となった。

⑧　送風機

電力、外需の増加により同13.9%増となった。

⑨　運搬機械

化学、電気機械、外需の増加により同12.1%増と

なった。

⑩　変速機

窯業土石、鉄鋼、金属製品、その他製造業、官公需

の増加により同12.7%増となった。

⑪　金属加工機械

自動車、外需の増加により同15.5%増となった。

産業機械受注状況（2022年６月）

企画調査部
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（一般社団法人日本産業機械工業会調）
金額単位：百万円　増減比：％

①製造業 ②非製造業 ③民需計 ④官公需 ⑤代理店 ⑥内需計 ⑦外　需 ⑧総　額
（金額） （前年比） （金額） （前年比） （金額） （前年比） （金額） （前年比） （金額） （前年比） （金額） （前年比） （金額） （前年比） （金額） （前年比）

2019年度 1,062,224 ▲ 6.6 1,283,616 5.4 2,345,840 ▲ 0.4 642,655 9.6 367,764 4.2 3,356,259 1.9 1,431,687 ▲ 25.9 4,787,946 ▲ 8.4

2020年度 979,467 ▲ 7.8 1,066,294 ▲ 16.9 2,045,761 ▲ 12.8 703,807 9.5 342,804 ▲ 6.8 3,092,372 ▲ 7.9 1,939,794 35.5 5,032,166 5.1

2021年度 1,227,169 25.3 1,002,483 ▲ 6.0 2,229,652 9.0 742,047 5.4 361,516 5.5 3,333,215 7.8 1,616,221 ▲ 16.7 4,949,436 ▲ 1.6

2019年 1,116,180 ▲ 1.2 1,405,968 28.4 2,522,148 13.4 514,261 ▲ 27.9 366,092 5.3 3,402,501 3.6 1,441,588 ▲ 19.2 4,844,089 ▲ 4.5

2020年 957,509 ▲ 14.2 1,156,290 ▲ 17.8 2,113,799 ▲ 16.2 764,479 48.7 341,493 ▲ 6.7 3,219,771 ▲ 5.4 1,382,460 ▲ 4.1 4,602,231 ▲ 5.0

2021年 1,138,025 18.9 1,025,053 ▲ 11.3 2,163,078 2.3 750,824 ▲ 1.8 361,854 6.0 3,275,756 1.7 2,241,797 62.2 5,517,553 19.9

2021年4～6月 268,118 24.2 201,578 ▲ 29.9 469,696 ▲ 6.7 159,707 ▲ 13.8 88,028 12.3 717,431 ▲ 6.5 318,307 78.0 1,035,738 9.5

7～9月 305,046 31.6 205,734 ▲ 12.1 510,780 9.7 257,602 11.8 88,437 3.3 856,819 9.6 376,156 ▲ 3.1 1,232,975 5.4

10～12月 286,022 13.1 321,214 29.5 607,236 21.2 176,913 34.3 96,746 7.3 880,895 21.9 457,155 61.7 1,338,050 33.1

2022年1～3月 367,983 32.0 273,957 ▲ 7.6 641,940 11.6 147,825 ▲ 5.6 88,305 ▲ 0.4 878,070 7.0 464,603 ▲ 57.4 1,342,673 ▲ 29.7

4～6月 361,900 35.0 209,923 4.1 571,823 21.7 170,439 6.7 85,331 ▲ 3.1 827,593 15.4 474,215 49.0 1,301,808 25.7

2022.1～6累計 729,883 33.4 483,880 ▲ 2.9 1,213,763 16.1 318,264 0.6 173,636 ▲ 1.7 1,705,663 10.9 938,818 ▲ 33.3 2,644,481 ▲ 10.3

2022年4月 97,914 26.1 51,151 ▲ 24.9 149,065 2.2 63,527 12.2 28,250 ▲ 4.5 240,842 3.8 137,327 25.7 378,169 10.8

5月 150,962 107.2 47,990 13.0 198,952 72.5 54,952 33.7 25,483 ▲ 5.5 279,387 52.3 149,568 51.5 428,955 52.0

6月 113,024 ▲ 3.9 110,782 21.8 223,806 7.3 51,960 ▲ 16.2 31,598 0.4 307,364 1.8 187,320 69.9 494,684 20.0

（表１）　産業機械　需要部門別受注状況

（一般社団法人日本産業機械工業会調）
金額単位：百万円　増減比：％

（表２）　産業機械　機種別受注状況 

①ボイラ・原動機 ②鉱山機械 ③化学機械
（冷凍機械を含む） ④タンク ⑤プラスチック加工機械 ⑥ポンプ

③－１　内 化学機械

金額 前年比 金額 前年比 金額 前年比 金額 前年比 金額 前年比 金額 前年比 金額 前年比

2019年度 1,457,937 12.1 19,970 ▲ 36.2 1,156,240 ▲ 29.7 689,093 ▲ 41.8 25,977 41.6 192,897 ▲ 23.2 383,175 1.8

2020年度 1,121,752 ▲ 23.1 25,858 29.5 1,899,561 64.3 1,434,773 108.2 17,640 ▲ 32.1 213,537 10.7 371,182 ▲ 3.1

2021年度 1,268,113 13.0 23,134 ▲ 10.5 1,098,820 ▲ 42.2 569,816 ▲ 60.3 24,922 41.3 340,865 59.6 430,562 16.0

2019年 1,531,432 37.0 31,568 56.8 1,224,374 ▲ 20.5 748,852 ▲ 31.4 21,541 ▲ 23.8 206,235 ▲ 20.3 373,147 ▲ 1.2

2020年 1,282,679 ▲ 16.2 20,083 ▲ 36.4 1,208,647 ▲ 1.3 759,846 1.5 25,994 20.7 194,691 ▲ 5.6 371,209 ▲ 0.5

2021年 1,143,893 ▲ 10.8 28,826 43.5 1,869,169 54.6 1,353,667 78.2 14,312 ▲ 44.9 324,383 66.6 426,743 15.0

2021年4～6月 188,516 ▲ 30.3 6,563 16.9 256,158 16.0 115,487 5.6 3,890 ▲ 15.7 95,356 155.6 100,381 19.8

7～9月 232,354 ▲ 5.8 5,595 30.3 283,352 ▲ 25.7 155,994 ▲ 40.8 3,378 ▲ 24.9 98,321 124.1 112,214 21.3

10～12月 380,415 45.1 5,933 13.8 293,017 12.3 163,153 14.3 2,818 ▲ 34.5 68,411 ▲ 2.4 111,415 20.9

2022年1～3月 466,828 36.3 5,043 ▲ 53.0 266,293 ▲ 74.3 135,182 ▲ 85.3 14,836 251.1 78,777 26.5 106,552 3.7

4～6月 216,582 14.9 5,823 ▲ 11.3 333,095 30.0 187,044 62.0 4,570 17.5 116,882 22.6 121,571 21.1

2022.1～6累計 683,410 28.7 10,866 ▲ 37.2 599,388 ▲ 53.6 322,226 ▲ 68.9 19,406 139.1 195,659 24.1 228,123 12.3

2022年4月 53,081 ▲ 15.6 2,143 ▲ 32.2 100,487 36.2 62,427 85.5 917 ▲ 8.6 31,329 ▲ 34.6 32,824 4.3

5月 39,838 26.7 2,135 16.7 98,778 31.6 59,440 99.3 1,956 76.1 43,631 61.0 37,072 19.1

6月 123,663 31.3 1,545 ▲ 1.6 133,830 24.7 65,177 25.3 1,697 ▲ 4.4 41,922 106.2 51,675 36.7

会社数 16社 9社 42社 40社 3社 8社 18社

⑦圧縮機 ⑧送風機 ⑨運搬機械 ⑩変速機 ⑪金属加工機械 ⑫その他機械 ⑬合計

金額 前年比 金額 前年比 金額 前年比 金額 前年比 金額 前年比 金額 前年比 金額 前年比

2019年度 273,215 ▲ 5.7 26,190 4.6 462,175 ▲ 3.2 38,048 ▲ 12.0 114,146 ▲ 22.8 637,976 2.5 4,787,946 ▲ 8.4

2020年度 245,636 ▲ 10.1 25,871 ▲ 1.2 373,033 ▲ 19.3 43,841 15.2 90,095 ▲ 21.1 604,160 ▲ 5.3 5,032,166 5.1

2021年度 273,062 11.2 23,304 ▲ 9.9 500,167 34.1 52,982 20.9 162,001 79.8 751,504 24.4 4,949,436 ▲ 1.6

2019年 281,580 ▲ 1.4 25,556 4.1 427,501 ▲ 8.5 38,323 ▲ 15.4 117,058 ▲ 35.2 565,774 ▲ 21.8 4,844,089 ▲ 4.5

2020年 245,426 ▲ 12.8 27,390 7.2 421,258 ▲ 1.5 41,007 7.0 86,854 ▲ 25.8 676,993 19.7 4,602,231 ▲ 5.0

2021年 274,589 11.9 22,147 ▲ 19.1 479,784 13.9 52,080 27.0 149,972 72.7 731,655 8.1 5,517,553 19.9

2021年4～6月 72,792 32.5 5,534 ▲ 30.1 93,949 28.7 12,754 17.9 25,859 44.3 173,986 9.5 1,035,738 9.5

7～9月 63,632 7.3 5,914 ▲ 4.8 137,815 38.2 13,456 32.8 28,513 36.2 248,431 23.9 1,232,975 5.4

10～12月 72,497 10.3 5,409 ▲ 16.2 134,261 55.1 13,996 27.1 64,729 217.8 185,149 53.5 1,338,050 33.1

2022年1～3月 64,141 ▲ 2.3 6,447 21.9 134,142 17.9 12,776 7.6 42,900 39.0 143,938 16.0 1,342,673 ▲ 29.7

4～6月 64,787 ▲ 11.0 5,536 0.0 145,038 54.4 14,934 17.1 86,441 234.3 186,549 7.2 1,301,808 25.7

2022.1～6累計 128,928 ▲ 6.9 11,983 10.7 279,180 34.4 27,710 12.5 129,341 128.0 330,487 10.9 2,644,481 ▲ 10.3

2022年4月 20,926 ▲ 17.3 1,488 ▲ 5.3 39,373 48.9 4,866 23.2 15,066 109.6 75,669 33.7 378,169 10.8

5月 21,293 9.6 1,434 ▲ 14.0 53,144 157.2 4,830 16.2 59,514 608.1 65,330 8.6 428,955 52.0

6月 22,568 ▲ 19.5 2,614 13.9 52,521 12.1 5,238 12.7 11,861 15.5 45,550 ▲ 20.4 494,684 20.0

会社数 14社 8社 23社 6社 12社 31社 190社

【注】	‌⑫その他機械には、業務用洗濯機、メカニカルシール、ごみ処理装置等が含まれているが、そのうち業務用洗濯機とメカニカルシールの受注金額は次のとおりである。
	 業務用洗濯機：1,615百万円　　メカニカルシール：2,039百万円
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（一般社団法人日本産業機械工業会調）
金額単位：百万円※2011年４月より需要者分類を改訂しました。

（表３）　2022年６月　需要部門別機種別受注額

機種別
需要者別

ボイラ・
原動機 鉱山機械 化学機械 冷凍機械 タンク プラスチック

加工機械 ポンプ 圧縮機 送風機 運搬機械 変速機 金属加工
機　械 その他 合     計

民

間

需

要

製

造

業

食 品 工 業 649 0 708 443 0 0 69 82 1 716 113 2 17 2,800

繊 維 工 業 68 0 71 321 0 72 8 7 0 167 35 9 57 815

紙・ パ ル プ 工 業 716 0 77 316 0 117 82 21 2 60 83 0 10 1,484

化 学 工 業 1,355 0 8,158 1,399 0 527 1,482 758 34 3,256 186 102 614 17,871

石油・石炭製品工業 625 0 1,138 1,264 1,687 4 447 141 10 108 1 0 44 5,469

窯 業 土 石 198 419 356 316 0 4 49 29 5 176 164 17 28 1,761

鉄 鋼 業 1,883 28 252 649 0 6 528 530 294 1,502 249 3,253 192 9,366

非 鉄 金 属 618 0 657 632 0 0 102 33 16 631 16 374 6 3,085

金 属 製 品 15 0 168 345 0 0 2 90 0 194 243 650 37 1,744

はん用・生産用機械 13 0 468 7,211 0 28 16 4,236 28 1,016 380 179 345 13,920

業 務 用 機 械 69 0 180 2,527 0 64 43 10 0 5 0 1 1,016 3,915

電 気 機 械 6,756 0 547 6,320 0 279 28 170 13 3,963 55 64 44 18,239

情 報 通 信 機 械 181 0 1,531 103 0 112 596 16 0 1,345 299 5 2,345 6,533

自 動 車 工 業 158 0 318 2,238 0 2,303 17 158 156 1,168 219 2,041 30 8,806

造 船 業 112 0 600 1,355 0 0 120 185 0 605 34 18 285 3,314

その他輸送機械工業 125 0 28 0 0 28 44 6 20 218 103 236 1,301 2,109

そ の 他 製 造 業 314 83 3,813 1 0 1,921 831 391 15 445 1,064 489 2,426 11,793

製 造 業 計 13,855 530 19,070 25,440 1,687 5,465 4,464 6,863 594 15,575 3,244 7,440 8,797 113,024

非

製

造

業

農 林 漁 業 5 0 40 151 0 0 1 19 0 5 16 0 17 254

鉱業・採石業・砂利採取業 16 359 74 0 0 0 7 0 0 121 4 5 2 588

建 設 業 1,474 293 108 1,432 0 25 49 438 1 85 71 14 171 4,161

電 力 業 52,996 65 2,110 3 0 0 910 551 479 199 82 1 151 57,547

運 輸 業・ 郵 便 業 41 0 25 3,163 0 0 35 3 19 2,648 190 5 53 6,182

通 信 業 56 0 0 152 0 0 0 0 0 20 1 3 2 234

卸 売 業・ 小 売 業 21 0 209 1,364 0 0 42 178 7 18,387 0 45 44 20,297

金 融 業・ 保 険 業 76 0 2 316 0 0 0 20 0 1 0 0 0 415

不 動 産 業 33 0 3 28 0 0 16 0 7 0 25 0 5 117

情 報 サ － ビ ス 業 2,644 0 104 318 0 0 0 0 6 ▲ 9 0 0 0 3,063

リ ー ス 業 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

そ の 他 非 製 造 業 1,634 0 3,110 2,449 0 7 3,157 355 177 664 27 71 6,272 17,923

非 製 造 業 計 58,997 717 5,785 9,376 0 32 4,217 1,564 696 22,121 416 144 6,717 110,782

民 間 需 要 合 計 72,852 1,247 24,855 34,816 1,687 5,497 8,681 8,427 1,290 37,696 3,660 7,584 15,514 223,806

官

公

需

運 輸 業 73 0 1 0 0 0 19 0 11 0 0 0 0 104

防 衛 省 1,618 0 51 36 0 0 0 0 2 0 0 0 188 1,895

国 家 公 務 1,729 0 11 0 0 0 2,415 59 25 16 14 0 ▲ 50 4,219

地 方 公 務 294 0 9,150 632 0 4 7,703 201 186 96 3 3 19,417 37,689

そ の 他 官 公 需 778 0 143 644 0 0 5,511 44 54 182 574 13 110 8,053

官 公 需 計 4,492 0 9,356 1,312 0 4 15,648 304 278 294 591 16 19,665 51,960

海 外 需 要 45,451 278 30,956 18,786 10 36,092 17,514 10,230 499 12,706 802 4,161 9,835 187,320

代 理 店 868 20 10 13,739 0 329 9,832 3,607 547 1,825 185 100 536 31,598

受 注 額 合 計 123,663 1,545 65,177 68,653 1,697 41,922 51,675 22,568 2,614 52,521 5,238 11,861 45,550 494,684

需要者別
機種別
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１．概　要

６月の主要約70社の輸出契約高は、1,743億2,700

万円、前年同月比76.7%増となった。

プラントは２件、29億4,300万円となり、前年同月比

▲60.1%減となった。

単体は1,713億8,400万円、前年同月比87.7%増と

なった。

地域別構成比は、アジア61.4%、中東18.2%、

北アメリカ8.0%、ヨーロッパ6.2%、アフリカ3.0%

となっている。

２．機種別の動向

⑴　単体機械

①　ボイラ・原動機

アジア、中東の増加により、前年同月比81.2%増

となった。

②　鉱山機械

アフリカの増加により、前年同月比206.7%増と

なった。	

③　化学機械

中東、北アメリカの増加により、前年同月比

1324.6%増【約14倍】となった。

④　プラスチック加工機械

アジアの増加により、前年同月比200.7%増と

なった。

⑤　風水力機械

アジア、アフリカの増加により、前年同月比5.4%

増となった。

⑥　運搬機械

アジア、北アメリカの増加により、前年同月比

60.1%増となった。

⑦　変速機

アジアの増加により、前年同月比8.6%増となった。

⑧　金属加工機械

北アメリカの増加により、前年同月比110.5%増

となった。

⑨　冷凍機械

アジア、ヨーロッパの増加により、前年同月比

200.6%増となった。

⑵　プラント

中東、北アメリカの減少により、前年同月比

▲60.1%減となった。

産業機械輸出契約状況（2022年６月）

企画調査部

（一般社団法人日本産業機械工業会調）
金額単位：百万円　増減比：％

単　体　機　械

①ボイラ・原動機 ②鉱山機械 ③化学機械 ④プラスチック加工機械 ⑤風水力機械 ⑥運搬機械 ⑦変速機 ⑧金属加工機械

金額 前年比 金額 前年比 金額 前年比 金額 前年比 金額 前年比 金額 前年比 金額 前年比 金額 前年比

2019年度 387,837 ▲ 4.3 1,705 43.0 177,601 ▲ 51.9 100,121 ▲ 16.2 177,025 ▲ 9.9 122,101 ▲ 5.3 5,281 ▲ 32.4 32,794 ▲ 17.7

2020年度 239,478 ▲ 38.3 655 ▲ 61.6 242,102 36.3 119,947 19.8 171,144 ▲ 3.3 88,859 ▲ 27.2 6,466 22.4 21,256 ▲ 35.2

2021年度 351,544 46.8 2,139 226.6 83,300 ▲ 65.6 239,576 99.7 219,040 28.0 143,841 61.9 9,398 45.3 70,011 229.4

2019年 337,931 7.3 1,488 5.4 104,401 ▲ 72.5 105,154 ▲ 11.2 185,672 ▲ 3.1 111,134 ▲ 19.9 5,440 ▲ 35.7 36,763 ▲ 38.5

2020年 362,300 7.2 931 ▲ 37.4 318,806 205.4 108,237 2.9 166,481 ▲ 10.3 97,219 ▲ 12.5 5,489 0.9 23,556 ▲ 35.9

2021年 261,752 ▲ 27.8 2,039 119.0 89,576 ▲ 71.9 219,509 102.8 217,611 30.7 137,859 41.8 9,342 70.2 56,179 138.5

2021年4～6月 41,348 80.5 383 147.1 12,071 ▲ 42.0 66,953 230.8 59,398 54.5 17,466 4.4 2,307 63.5 3,894 80.2

7～9月 52,411 ▲ 32.6 749 688.4 19,580 ▲ 87.8 72,161 192.9 45,993 17.1 41,096 83.4 2,210 91.5 8,101 6.7

10～12月 86,478 50.9 677 286.9 28,451 ▲ 10.3 44,817 13.5 64,066 41.6 50,967 138.3 2,474 59.6 36,889 777.3

2022年1～3月 171,307 110.2 330 43.5 23,198 ▲ 21.3 55,645 56.4 49,583 3.0 34,312 21.1 2,407 2.4 21,127 189.6

4～6月 78,645 90.2 421 9.9 64,722 436.2 86,811 29.7 61,321 3.2 44,566 155.2 2,548 10.4 11,317 190.6

2022.1～6累計 249,952 103.4 751 22.5 87,920 111.6 142,456 38.9 110,904 3.1 78,878 72.2 4,955 6.4 32,444 190.0

2022年1月 14,575 111.2 84 2.4 3,925 ▲ 22.6 16,028 17.2 16,241 1.0 16,799 103.6 787 20.3 4,550 232.6

2月 9,969 42.5 155 101.3 4,034 ▲ 12.2 25,224 155.0 11,618 8.5 9,876 ▲ 27.1 675 ▲ 10.9 1,322 59.5

3月 146,763 117.0 91 28.2 15,239 ▲ 23.1 14,393 19.8 21,724 1.7 7,637 17.0 945 0.6 15,255 199.2

4月 22,779 183.6 68 ▲ 53.4 15,336 265.2 19,580 ▲ 49.6 15,930 ▲ 23.5 14,800 131.1 801 10.2 3,123 259.0

5月 10,837 28.1 80 ▲ 45.9 22,603 277.2 33,918 99.4 23,176 32.4 18,797 346.5 952 12.3 4,504 254.4

6月 45,029 81.2 273 206.7 26,783 1324.6 33,313 200.7 22,215 5.4 10,969 60.1 795 8.6 3,690 110.5

（表１）　産業機械輸出契約状況　機種別受注状況
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単　体　機　械
⑫プラント ⑬総   計

⑨冷凍機械 ⑩その他 ⑪単体合計
金額 前年比 金額 前年比 金額 前年比 金額 前年比 金額 前年比

2019年度 70,875 3.3 146,070 ▲ 5.0 1,221,410 ▲ 18.0 83,377 ▲ 72.1 1,304,787 ▲ 27.1

2020年度 63,061 ▲ 11.0 105,695 ▲ 27.6 1,058,663 ▲ 13.3 786,679 843.5 1,845,342 41.4

2021年度 96,363 52.8 209,315 98.0 1,424,527 34.6 64,862 ▲ 91.8 1,489,389 ▲ 19.3

2019年 74,478 15.5 139,339 ▲ 12.5 1,101,800 ▲ 23.3 206,953 0.6 1,308,753 ▲ 20.3

2020年 59,203 ▲ 20.5 114,643 ▲ 17.7 1,256,865 14.1 28,854 ▲ 86.1 1,285,719 ▲ 1.8

2021年 87,485 47.8 205,285 79.1 1,286,637 2.4 831,835 2782.9 2,118,472 64.8

2021年4～6月 21,825 51.9 53,450 243.2 279,095 82.6 7,385 57.3 286,480 81.9

7～9月 20,112 55.9 56,366 261.0 318,779 ▲ 11.8 27,018 422.2 345,797 ▲ 5.7

10～12月 26,431 58.5 60,510 53.0 401,760 56.1 23,189 803.7 424,949 63.5

2022年1～3月 27,995 46.4 38,989 11.5 424,893 48.0 7,270 ▲ 99.1 432,163 ▲ 59.3

4～6月 35,426 62.3 50,170 ▲ 6.1 435,947 56.2 2,943 ▲ 60.1 438,890 53.2

2022.1～6累計 63,421 54.9 89,159 0.8 860,840 52.1 10,213 ▲ 98.7 871,053 ▲ 35.4

2022年1月 8,427 52.6 7,749 ▲ 48.6 89,165 22.7 0 － 89,165 22.7

2月 9,145 48.5 14,228 37.5 86,246 34.9 7,270 ▲ 99.0 93,516 ▲ 88.1

3月 10,423 40.2 17,012 78.4 249,482 65.9 0 － 249,482 21.4

4月 8,449 27.2 24,460 106.4 125,326 27.2 0 － 125,326 27.2

5月 8,207 ▲ 8.2 16,163 ▲ 35.0 139,237 56.0 0 － 139,237 56.0

6月 18,770 200.6 9,547 ▲ 43.0 171,384 87.7 2,943 ▲ 60.1 174,327 76.7

（一般社団法人日本産業機械工業会調）
金額単位：百万円　増減比：％

（ 単 体 機 械）
①ボイラ・原動機 ②鉱 山 機 械 ③化 学 機 械 ④プラスチック加工機械 ⑤風 水 力 機 械

件数 金額 前年同月比 件数 金額 前年同月比 件数 金額 前年同月比 件数 金額 前年同月比 件数 金額 前年同月比

ア ジ ア 62 32,066 51.1 11 7 ▲ 72.0 126 3,488 ▲ 9.0 50 30,996 302.2 3,802 15,007 36.2

中 東 18 10,495 5931.6 1 8 300.0 16 18,955 4140.5 3 164 90.7 161 1,422 ▲ 72.6

ヨ ー ロ ッ パ 2 349 ▲ 49.9 5 15 650.0 8 117 ▲ 1.7 14 497 ▲ 34.7 805 999 136.2

北 ア メ リ カ 9 267 ▲ 86.0 0 0 － 13 2,735 216.1 35 1,268 ▲ 36.9 924 1,621 ▲ 23.2

南 ア メ リ カ 2 596 3036.8 0 0 － 6 18 63.6 3 186 500.0 11 2 ▲ 99.7

ア フ リ カ 2 80 370.6 6 238 296.7 5 1,463 986.7 2 22 ▲ 21.4 29 3,056 728.2

オ セ ア ニ ア 3 85 ▲ 61.9 3 5 － 0 0 ▲ 100.0 1 17 ▲ 5.6 11 76 1420.0

ロシア・東欧 10 1,091 79.7 0 0 － 2 7 102.3 5 163 ▲ 62.8 2 32 ▲ 97.5

合 計 108 45,029 81.2 26 273 206.7 176 26,783 1324.6 113 33,313 200.7 5,745 22,215 5.4

（ 単 体 機 械）
⑥運 搬 機 械 ⑦変 速 機 ⑧金属加工機械 ⑨冷 凍 機 械 ⑩そ の 他

件数 金額 前年同月比 件数 金額 前年同月比 件数 金額 前年同月比 件数 金額 前年同月比 件数 金額 前年同月比

ア ジ ア 69 6,684 35.6 34 515 27.5 82 1,921 25.7 21 9,123 291.5 371 6,127 ▲ 45.8

中 東 0 0 － 0 0 － 0 0 － 2 708 137.6 14 31 ▲ 98.7

ヨ ー ロ ッ パ 24 1,421 ▲ 19.4 6 92 ▲ 41.0 2 29 ▲ 17.1 12 5,206 116.4 241 2,056 ▲ 0.6

北 ア メ リ カ 16 2,800 1885.8 11 159 5.3 27 1,711 924.6 11 2,058 308.3 373 1,317 39.2

南 ア メ リ カ 3 46 2200.0 1 20 33.3 5 19 5.6 2 192 115.7 3 8 60.0

ア フ リ カ 2 1 － 0 0 － 0 0 － 1 290 139.7 0 0 －

オ セ ア ニ ア 5 2 ▲ 85.7 1 9 50.0 2 10 233.3 10 1,193 140.5 2 8 166.7

ロシア・東欧 1 15 1400.0 0 0 － 0 0 ▲ 100.0 0 0 － 0 0 －

合 計 120 10,969 60.1 53 795 8.6 118 3,690 110.5 59 18,770 200.6 1,005 9,547 ▲ 43.0

⑪単 体 合 計 ⑫プ ラ ン ト ⑬総　　　計

件数 金額 前年同月比 件数 金額 前年同月比 件数 金額 前年同月比 構成比

ア ジ ア 4,628 105,934 64.7 1 1,146 ▲ 39.1 4,629 107,080 61.8 61.4%

中 東 215 31,783 269.3 0 0 ▲ 100.0 215 31,783 211.9 18.2%

ヨ ー ロ ッ パ 1,119 10,781 27.9 0 0 － 1,119 10,781 27.9 6.2%

北 ア メ リ カ 1,419 13,936 149.9 0 0 ▲ 100.0 1,419 13,936 46.8 8.0%

南 ア メ リ カ 36 1,087 30.6 0 0 － 36 1,087 30.6 0.6%

ア フ リ カ 47 5,150 1097.7 0 0 － 47 5,150 1097.7 3.0%

オ セ ア ニ ア 38 1,405 32.7 1 1,797 － 39 3,202 202.4 1.8%

ロシア・東欧 20 1,308 ▲ 36.2 0 0 － 20 1,308 ▲ 36.2 0.8%

合 計 7,522 171,384 87.7 2 2,943 ▲ 60.1 7,524 174,327 76.7 100.0%

（表２）　産業機械輸出契約状況　機種別・世界州別受注状況

 （備考）※６月のプラントの内訳
（件数） （金額）

1． 化学・石化 2 2,943
合計 2 2,943

（金額） （構成比）
国　内 2,141 72.7%
海　外 458 15.6%
その他 344 11.7%
合計 2,943 100.0%
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１．需要部門別の動向（前年同月との比較）

①　製造業

機械向け産業廃水処理装置の減少により、▲60.7%

減となった。

②　非製造業

電力向け排煙脱硫装置、その他向け事業系廃棄物

処理装置の増加により、24.4%増となった。

③　官公需

下水汚水処理装置、汚泥処理装置、都市ごみ処理

装置の減少により、▲29.8%減となった。

④　外需

都市ごみ処理装置の減少により、▲91.0%減と

なった。	 	

２．装置別の動向（前年同月との比較）

①　大気汚染防止装置

海外向け排煙脱硫装置の減少により、▲19.1%減

となった。

②　水質汚濁防止装置

機械向け産業排水処理装置、官公需向け下水汚水

処理装置、汚泥処理装置の減少により、▲53.5%減

となった。

③　ごみ処理装置

官公需、海外向け都市ごみ処理装置の減少により、

▲29.4%減となった。

④　騒音振動防止装置

その他製造業向け騒音防止装置の増加により、

278.2%増となった。

環境装置受注状況（2022年６月）

企画調査部

（一般社団法人日本産業機械工業会調）
金額単位：百万円　増減比：％

①製造業 ②非製造業 ③民需計 ④官公需 ⑤内需計 ⑥外需 ⑦合計

（金額） （前年比） （金額） （前年比） （金額） （前年比） （金額） （前年比） （金額） （前年比） （金額） （前年比） （金額） （前年比）

2019年度 56,681 ▲ 17.4 78,335 39.9 135,016 8.3 423,344 9.9 558,360 9.5 19,735 ▲ 59.7 578,095 3.5

2020年度 25,634 ▲ 54.8 66,166 ▲ 15.5 91,800 ▲ 32.0 482,210 13.9 574,010 2.8 32,461 64.5 606,471 4.9

2021年度 48,236 88.2 65,479 ▲ 1.0 113,715 23.9 503,767 4.5 617,482 7.6 32,086 ▲ 1.2 649,568 7.1

2019年 78,620 39.3 88,904 81.2 167,524 58.8 322,524 ▲ 36.3 490,048 ▲ 19.9 32,970 ▲ 11.3 523,018 ▲ 19.4

2020年 26,860 ▲ 65.8 67,412 ▲ 24.2 94,272 ▲ 43.7 537,198 66.6 631,470 28.9 31,385 ▲ 4.8 662,855 26.7

2021年 40,895 52.3 55,778 ▲ 17.3 96,673 2.5 514,263 ▲ 4.3 610,936 ▲ 3.3 31,182 ▲ 0.6 642,118 ▲ 3.1

2021年4～6月 13,056 96.7 13,639 5.5 26,695 36.5 109,412 ▲ 18.8 136,107 ▲ 11.8 13,195 191.6 149,302 ▲ 6.0

7～9月 9,756 80.5 10,935 ▲ 45.0 20,691 ▲ 18.2 184,981 2.3 205,672 ▲ 0.2 10,350 203.7 216,022 3.1

10～12月 9,722 85.9 15,585 ▲ 12.1 25,307 10.2 131,144 68.3 156,451 55.1 4,868 ▲ 77.6 161,319 31.5

2022年1～3月 15,702 87.8 25,320 62.1 41,022 71.1 78,230 ▲ 11.8 119,252 5.8 3,673 32.6 122,925 6.5

4～6月 12,644 ▲ 3.2 13,564 ▲ 0.5 26,208 ▲ 1.8 125,614 14.8 151,822 11.5 3,238 ▲ 75.5 155,060 3.9

2022.1～6累計 28,346 32.4 38,884 32.9 67,230 32.7 203,844 2.9 271,074 8.9 6,911 ▲ 56.7 277,985 5.0

2022年4月 3,464 102.0 4,581 ▲ 19.0 8,045 9.1 51,826 34.0 59,871 30.0 1,623 587.7 61,494 32.8

5月 5,286 266.1 2,919 ▲ 6.0 8,205 80.4 45,600 49.2 53,805 53.3 823 ▲ 80.2 54,628 39.2

6月 3,894 ▲ 60.7 6,064 24.4 9,958 ▲ 32.6 28,188 ▲ 29.8 38,146 ▲ 30.6 792 ▲ 91.0 38,938 ▲ 38.9

（表１）　環境装置の需要部門別受注状況

６月の受注高は、389億3,800万円で、前年同月比▲38.9%減となった。
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（表２）　環境装置の装置別受注状況
（一般社団法人日本産業機械工業会調）

金額単位：百万円　増減比：％

①大気汚染防止装置 ②水質汚濁防止装置 ③ごみ処理装置 ④騒音振動防止装置 ⑤合計

（金額） （前年比） （金額） （前年比） （金額） （前年比） （金額） （前年比） （金額） （前年比）

2019年度 47,284 66.2 199,616 ▲ 8.5 329,804 6.3 1,391 ▲ 20.3 578,095 3.5

2020年度 47,443 0.3 175,495 ▲ 12.1 381,967 15.8 1,566 12.6 606,471 4.9

2021年度 22,877 ▲ 51.8 197,074 12.3 428,043 12.1 1,574 0.5 649,568 7.1

2019年 59,223 171.9 193,975 ▲ 15.1 268,433 ▲ 32.4 1,387 ▲ 14.8 523,018 ▲ 19.4

2020年 44,516 ▲ 24.8 173,830 ▲ 10.4 442,998 65.0 1,511 8.9 662,855 26.7

2021年 24,120 ▲ 45.8 208,564 20.0 408,181 ▲ 7.9 1,253 ▲ 17.1 642,118 ▲ 3.1

2021年4～6月 4,915 ▲ 47.5 47,870 37.5 96,250 ▲ 15.8 267 ▲ 25.8 149,302 ▲ 6.0

7～9月 5,789 4.8 45,813 3.4 164,093 3.0 327 ▲ 9.4 216,022 3.1

10～12月 4,764 ▲ 80.1 63,159 41.4 93,136 73.7 260 ▲ 41.7 161,319 31.5

2022年1～3月 7,409 ▲ 14.4 40,232 ▲ 22.2 74,564 36.3 720 80.5 122,925 6.5

4～6月 4,964 1.0 49,212 2.8 99,843 3.7 1,041 289.9 155,060 3.9

2022.1～6累計 12,373 ▲ 8.8 89,444 ▲ 10.2 174,407 15.5 1,761 164.4 277,985 5.0

2022年4月 2,016 204.1 22,197 99.2 36,750 6.8 531 490.0 61,494 32.8

5月 1,023 ▲ 45.4 14,387 50.5 39,003 40.7 215 117.2 54,628 39.2

6月 1,925 ▲ 19.1 12,628 ▲ 53.5 24,090 ▲ 29.4 295 278.2 38,938 ▲ 38.9

（表３）　2022年６月　環境装置需要部門別受注額
（一般社団法人日本産業機械工業会調）

金額単位：百万円

民 間 需 要 官 公 需 要

外需 合計製 造 業 非 製 造 業
計 地方 

自治体 その他 小計
食品 繊維 パルプ 

・紙
石油 
石炭

石油
化学 化学 窯業 鉄鋼 非鉄

金属 機械 その他 小計 電力 鉱業 その他 小計

大
気
汚
染
防
止
装
置

集 じ ん 装 置 2 16 4 7 29 54 35 14 120 234 587 1,102 0 1 90 91 1,193 26 0 26 4 1,223

重 ・ 軽 油
脱 硫 装 置 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

排 煙 脱 硫 装 置 0 0 0 0 0 0 0 9 0 0 7 16 36 0 0 36 52 0 0 0 295 347

排 煙 脱 硝 装 置 0 0 0 0 13 0 0 0 0 0 0 13 23 0 0 23 36 0 12 12 26 74

排ガス処理装置 13 0 12 0 0 0 3 1 2 17 15 63 0 0 2 2 65 165 0 165 0 230

関 連 機 器 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 39 42 0 0 0 0 42 9 0 9 0 51

小 計 15 16 16 7 42 57 38 24 122 251 648 1,236 59 1 92 152 1,388 200 12 212 325 1,925

水
質
汚
濁
防
止
装
置

産 業 廃 水
処 理 装 置 243 1 7 84 2 230 0 8 17 659 1,001 2,252 778 0 139 917 3,169 238 0 238 195 3,602

下 水 汚 水
処 理 装 置 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 0 0 0 0 2 6,075 123 6,198 0 6,200

し 尿 処 理 装 置 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

汚 泥 処 理 装 置 6 1 0 0 0 0 0 0 0 0 22 29 0 0 8 8 37 2,195 0 2,195 0 2,232

海 洋 汚 染
防 止 装 置 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 6 6 0 0 0 0 6

関 連 機 器 11 0 0 0 0 23 0 0 0 9 2 45 0 0 20 20 65 0 0 0 523 588

小 計 260 2 7 84 2 253 0 8 17 668 1,027 2,328 778 0 173 951 3,279 8,508 123 8,631 718 12,628

ご
み
処
理
装
置

都 市 ご み
処 理 装 置 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 171 171 171 12,713 0 12,713 ▲ 255 12,629

事 業 系 廃 棄
物 処 理 装 置 14 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 15 0 0 2,171 2,171 2,186 5 0 5 4 2,195

関 連 機 器 0 0 5 0 4 0 11 0 0 0 0 20 6 0 2,613 2,619 2,639 6,627 0 6,627 0 9,266

小 計 14 0 5 0 4 0 11 1 0 0 0 35 6 0 4,955 4,961 4,996 19,345 0 19,345 ▲ 251 24,090

騒
音
振
動
防
止
装
置

騒 音 防 止 装 置 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 295 295 0 0 0 0 295 0 0 0 0 295

振 動 防 止 装 置 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

関 連 機 器 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小 計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 295 295 0 0 0 0 295 0 0 0 0 295

合　　　　　計 289 18 28 91 48 310 49 33 139 919 1,970 3,894 843 1 5,220 6,064 9,958 28,053 135 28,188 792 38,938

需要部門

機種
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ボイラ・原動機需要部門別受注状況（2012～2021年度）
（一般社団法人日本産業機械工業会調）

上段：金額（百万円）　下段：前年度比（％）

2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

製 造 業
152,851 187,075 216,498 340,215 238,274 188,353 107,370 156,047 173,992 272,774
87.9 122.4 115.7 157.1 70.0 79.0 57.0 145.3 111.5 156.8

非 製 造 業
618,816 747,495 1,012,591 988,898 827,194 766,719 714,039 796,036 643,604 547,380
74.8 120.8 135.5 97.7 83.6 92.7 93.1 111.5 80.9 85.0

民 間 需 要 771,667 934,570 1,229,089 1,329,113 1,065,468 955,072 821,409 952,083 817,596 820,154
合 計 77.1 121.1 131.5 108.1 80.2 89.6 86.0 115.9 85.9 100.3

官 公 需
76,115 80,422 60,462 46,045 50,561 39,400 58,926 55,349 51,795 57,581
219.1 105.7 75.2 76.2 109.8 77.9 149.6 93.9 93.6 111.2

代 理 店
2,245 4,754 1,684 3,099 4,565 4,027 4,287 4,457 6,419 5,345
72.9 211.8 35.4 184.0 147.3 88.2 106.5 104.0 144.0 83.3

内 需 合 計
850,027 1,019,746 1,291,235 1,378,257 1,120,594 998,499 884,622 1,011,889 875,810 883,080
81.8 120.0 126.6 106.7 81.3 89.1 88.6 114.4 86.6 100.8

海 外 需 要
475,277 470,295 517,568 444,197 607,352 359,715 415,430 446,048 245,942 385,033
74.3 99.0 110.1 85.8 136.7 59.2 115.5 107.4 55.1 156.6

受 注 額 1,325,304 1,490,041 1,808,803 1,822,454 1,727,946 1,358,214 1,300,052 1,457,937 1,121,752 1,268,113
合 計 78.9 112.4 121.4 100.8 94.8 78.6 95.7 112.1 76.9 113.0
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一般社団法人日本産業機械工業会は、ボイラ・原動機、鉱山機械、化学機械、環境装置、タンク、プラス

チック機械、風水力機械、運搬機械、動力伝動装置、製鉄機械、業務用洗濯機等の生産体制の整備及び生産

の合理化に関する施策の立案並びに推進等を行うことにより、産業機械産業と関連産業の健全な発展を図る

ことを目的として事業活動を実施しております。

当工業会では常時新入会員の募集を行っておりますが、正会員（産業機械製造業者）の他に、関連する

法人及び個人並びに団体各位に対して事業活動の成果を提供する賛助会員制度も設置しております。

本制度は当工業会の調査研究事業等の成果を優先利用する便宜が得られるなど、下表のような特典があり

ます。広く関係各位のご入会をお待ちしております。

賛助会員制度のご案内

≪お問い合わせ先≫
一般社団法人日本産業機械工業会　総務部
TEL：03-3434-6821　FAX：03-3434-4767

賛助会員の特典

出版物、行事等 備　考

１

自主統計資料（会員用）
　（１）産業機械受注 
　（２）産業機械輸出契約 
　（３）環境装置受注

月次：年12回 
年度上半期累計、暦年累計、年度累計：年間各１回

２ 機種別部会の調査研究報告書（自主事業等） 発刊のご案内：随時（送料等を実費ご負担いただきます）

３ 各種講演会のご案内 随時（講演会によっては実費ご負担いただきます）

４ 新年賀詞交歓会 東京・大阪で年１回開催

５ 工業会総会懇親パーティ 年１回

６ 関西大会懇親パーティ 年１回　関西大会：11月の運営幹事会を大阪で開催
（実費ご負担いただきます）

７ 関係省庁、関連団体からの各種資料 随時

８ その他 工業会ホームページ内の会員専用ページへの利用 
（上記各資料の電子データをご利用いただけます）



産業機械 2022.9 51

「産業機械」をご購読いただき、誠にありがとうございます。定期購読の希望、送付先の変更・追加等が
ございましたら、お手数ですが下記にご記入の上、ご返信くださいますようお願い申し上げます。

送信先 発信元

「産業機械」定期購読申し込みについて

「産業機械」の送付先変更について

「産業機械」新規送付先について

新たに定期購読を希望される方は、下記に送付先をご記入の上、ご返信ください。受け取り次第、請求書を送付
いたします（購読料は前納制です。お支払は振込にてお願い申し上げます）。

締切りの関係上、次号送付に間に合わない場合がございます。何卒ご了承ください。

貴部署の他にも送付のご希望がございましたら、ご記入ください。
（当会会員会社は購読料が会費に含まれておりますので、冊数が増えても購読料の請求はございません）

▶　　  　  年　　  月号から購読を希望します。

住 所　〒

貴 社 名

部課名・お役職

ご 氏 名

TEL・FAX

住　所　〒

貴社名

部課名・お役職

ご氏名

住　所　〒

貴社名

部課名・お役職

ご氏名

宛　先　〒

（部数　　　　　）

1

2

3

購読料　定価１部：770円（税込）　年間購読料：9,240円（税込）

旧送付先 新送付先

一般社団法人日本産業機械工業会
編集広報部　行

FAX:03-3434-4767

貴社名：

所属・役職：

氏名：

TEL：

FAX：
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■ ７月の編集後記でもご紹介しました村上春樹さんの短編小説を原作とした映画「ドライブ・マイ・カー」。アカデミー賞
など海外で数々の賞を受賞しましたが、作品の中でチェーホフが取り上げられ、「ワーニャおじさん」をそれぞれの役者がそれ
ぞれの国の言葉で演じる点が大変、印象的な映画でした。チェーホフといえば、ロシアの小説家、劇作家で、短編の名手、
近代演劇の完成者として世界的に有名ですが、今年の２月に起きいまだに続いているロシアによるウクライナへの侵攻。
チェーホフをはじめとするロシアの文豪たちも彼の世で今回の蛮行を大変憂慮しているに違いありません。

2022年９月号

発行人／一般社団法人日本産業機械工業会　秋庭 英人
ホームページアドレス　https://www.jsim.or.jp/
発行所・販売所／本部	 〒105-0011 東京都港区芝公園３丁目５番８号（機械振興会館４階）
	 TEL：（03）3434-6821　FAX：（03）3434-4767
販売所／関西支部	 〒530-0047 大阪市北区西天満２丁目６番８号（堂ビル２階）
	 TEL：（06）6363-2080　FAX：（06）6363-3086
編集協力／株式会社千代田プランニング	 TEL：（03）3815-6151　FAX：（03）3815-6152
印刷所／株式会社新晃社　　	 TEL：（03）3800-2881　FAX：（03）3800-3741

●無断転載を禁ず

2022年９月12日印刷
2022年９月20日発行

編集後記

みんなの写真館

あなたがみつけた素敵な瞬間をお寄せください。季節は
問わずジャンルは自由です。採用された方にはお礼の品を
送らせていただきます。ご応募お待ちしています！

応募については、当会ホームページの
【「みんなの写真館」の応募要項】を
必ずご確認お願いします。
URL：https://www.jsim.or.jp/publication/journal/

photostudio@jsim.or.jp
● デジタルカメラやスマートフォンの（撮影写真データ）をご投稿ください。
● 写真には、必ずタイトル、コメント、氏名と連絡先を添えてください。
※写真データは返却できませんので、あらかじめご了承ください。

写 真 を 募 集 し て い ま す ！

写真データ投稿先アドレス

写真データは
メール添付で
お願いします

（工業会会員については会費中に本誌頒価が含まれています）

今年の残りの４ヶ月は、本年１月から４月にかけて

東京上野にある国立博物館で開催された特別展・

ポンペイで展示されたすばらしい作品を紹介していき

たいと思います。まず第一回目は、「青の壺」紺青色

のガラスに白色ガラスを重ねたカメオ・ガラスと

呼ばれる技法で制作されました。彫り残された白色

ガラス層が精緻な浮彫となっており、ブドウを摘み

ワイン作りに勤しむキューピッドたちの姿を描いて

いるそうです。

タイトル「ポンペイ展 −青の壺−」
東京都 K.F さん
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